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散播5菓指向苗を主体とした機械移植水稲の耐冷安定化技術
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1　は　し　が　き

寒冷地における機械移植水稲の耐冷安定化のために，5

彙程度の乗数増加苗を現有の機械装備をそのまま利用して

育成することは，「散播5薫指向苗を主体とした機械移植

水桶の耐冷安定化技術」の第1報から第3報までに報告し

ているように・播種靭・播種星，温度管理．育苗日数等を

変えることにより可能であろことが明らかとなった。

本報では・早・巾・晩生種を用い，幸数増加宙の品種別

の作期を昭和54年から昭和57年にわたり検討した結果，一

応の成果が得られたのでその概要を報告する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所　岩手県立農業試験場内水田（中性薗植質

火山灰土）

（2）供試晶昏　ハヤニシキ（早生）アキュタカ（中生）

ササミノリ・キヨニシキ（晩生）ササニシキ（極晩生）

（3）播任期4月7日，播種竃7膵／箱（乾凱歌播）．

加温出芽1日，パイプハウス内トンネル育苗

（4）床土施肥邑（成分才／箱）

基肥　N：11，205：3　K20：2

追肥　2．5葉期と3～4彙期に各成分とも1．5才

（5）置床施肥量（成分タ／扉）

N：20　f■205：25　E20：20

（6）移植朔1）5月20日　　2）5月25日

裁植密度　30．0‘Ⅶ×13．0（Ⅵ　25．6株／ガ1株3本植

（7）本田施肥的（成分毎／8）

N：1．0＋0．2（－50）＋0．2（－25）

P205：3．0　K20：1．2＋0．2（－25）

（8）比較は各品種の作況成横を利用した。

3　試　験　結　果

（1）移植時苗調査

播種量箱当り70才・育苗日数45日前後でほぼ4．1彙以上

で，しかも地上部乾物垂が重く，地上部乾物重／草丈も中

苗にまさる苗がどの品種でも育成可能であった。品種別で

はキヨニシキの葉齢が増加しやすく．育苗期間内での分げ

っはほとんどなかった。

（2）本田での生育経過

5薬苗の草丈は7月20日頃までは中苗，椎苗より長く，

中苗と畑苗との中間位で推移するが，梓長は中苗，稚苗よ

りやや短めとなる。材当たり茎数の推移をみると，5葉苗

は植え付け本数が少ない（5葉苗1株3本値，中・推苗1

株5本値）せいもあるが，中乱稚苗に比較して少なめに

経過する。しかし56年の様に分げっ期が低温の場合でも茎

数の増加は中苗．惟苗より良く，55年の様な高温多照年に

も過繁茂になることも少なく安定的な生育をみせた。

十㌦／∴∴／
図1品種別，育苗条件別茎数の推移（3～4か年平均）



－20　一

軒rI一卜′、十∴シ　ャ

。一一〇　叫ミ

●一一嵩隼　　デ‾‾彗

6／515　■器7′／51n

調　査ll

東北農業研究　第33号（1983）

訓戒畑】　6／5 15　257／51020舶喪朋
．、■－1た1－

図2　年次別．育苗条件別茎数の推移

図3　育苗条件別出穂期

分げっ節位別発生状況（ハヤニシキ）をみると・5薫苗

は中苗に比較して1号～3号分げっは少ないが・8号分げ

っまで発生しており，二次分げっの発生も多い0

5棄宙の出穂期は中苗より2～3日，稚苗より4～6日

早まっており，移植日別では5月20日移植区の方が5月25

日移植区より早い。

（3）収量構成要素，収量調査

5菓苗は一般に穂数．ガ当たり粗放が少なく・特に早生

～中生種で顕著である。しかし豊熟歩合・千校重は中乱

変　　動　　係　　数（％）

図4　品種別の収崖対変動係数

惟苗に比較して高かった。

収－；＿止は55年の様に不稔の多発した年でもリヤ二シキを除

けば5彙苗が多収を示し．56年のような遅延型冷害年には

5彙苗が明らかに抵抗性増大に有利であるという結果が示

された。しかし54年の5彙苗はどの品橙でも籾数が少なく

少収であり，また57年には豊熟期が好天に経過して育苗条

件による収量差はほとんどみられなかった0収量の過去4

年間の平均とその変動係数をとってみると・5薫苗の平均

収官立は必ずしも多収とはなっていないがその変動は比較的

小さかった。

玄米の検査等級は各年度とも5菓苗が他の育苗条件に比

較して明らかに良質であった。

4　ま　　と　　め

（1）S藁苗の本田生育は有効茎歩合の高い，年次変動の

比較的少ない生育を示しt出稔明は中苗より2～3日・維

苗より4～6日早まる。

（2）5葉苗の収射ま，早生～中生樺グループでは5月25

日移憶区が有効茎歩合も高く・収退的にも安定多収を示す。

一方晩生種は出穂が早まり遅延型冷害を回避しやすい5月

20日移植区が安定多収を示した。

（3）以上のように5薫苗は中苗．推苗に比較して晩生種

では特に安定多収で－しかも良質を示してくるので・5棄

苗で晩生の良質品陸の適用拡大が可能と思われた0




